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【研究背景・目的】 

近年、環境破壊などが問題視されていることか

ら再生可能エネルギーが注目されており、その中

の一つである太陽光発電についても研究が進めら

れている。我々は太陽電池の一種であり、色素の

酸化還元反応により発電する色素増感型太陽電池

（DSSC）[1]に着目しており、新たなDSSCの実

現のためカーボンナノチューブ（CNT）を用いて

いる。CNTは優れた特性から広い分野での応用

展開が期待されているが、CNT単体では扱いが難

しいといった欠点がある。そのため本研究では、

デバイスへの応用を容易にするため、我々が開発

したCNT複合紙[2]を用いる。CNTは構造により

金属的性質、または半導体的性質を示すことから、

DSSCの正極、負極の両極にCNT複合紙を用いる

ことできる。このCNT複合紙により環境負荷の

少ない紙製のDSSCが実現できる。しかし、先行

研究[3]においてCNT複合紙を用いたDSSCの変換

効率は、まだ十分な値ではなかった。従来までの

作製方法ではCNT複合紙に電極を付ける際、端

の一部分にのみ付けていた。そのため効率良く電

流を流すことができていないことが、変換効率が

低い原因の一つではないかと考えた。そこで今回、

CNT複合紙に電極をグリッド状に付けることで

複合紙面の電流を効率良く流すことにより、変換

効率向上を検討した。 

【実験方法】 

単層 CNT(SWNT: 2mg)、ムラサキイモ色素

(20mg)を純水 30ml中で 30分間超音波分散し、こ

れを半導体型 CNT 溶液とする。同様に SWNT: 

23mg、ドデシル硫酸ナトリウム: 23mg、純水 40ml

から金属型 CNT 溶液を用意する。また、パルプ

1gを純水100ml中で攪拌機を用いて1時間分散し

パルプ分散液を用意する。パルプ分散液と金属型

CNT 溶液を混ぜ合わせ、その混合液を紙漉き法

（網を敷いた3cm四方のトレイに混合液を流し込

むことで水を抜き、シート状の CNT 付き紙繊維

を得る方法）により金属型 CNT 複合紙を作製す

る[2]。同様に半導体型 CNT 溶液により半導体型

CNT複合紙を作製する。その後熱プレス機により、

それぞれの複合紙を乾燥させ、この 2つの複合紙

の一部分にのみ導線を張り付けたサンプルと、グ

リッド状に導線を張り付けたサンプル 2種類用意

する。この 2つの複合紙の間に、ヨウ素系電解液

を 1600µl 滴下させたガーゼを挟み込むことで

DSSC を作製する（Fig. 1）。その後、疑似太陽光

(1000mW/m2)を照射し、半導体パラメーターアナ

ライザを用いて I-V特性を測定した。この 2種類

のサンプルの測定結果を比較することによりグリ

ッド電極による変換効率向上を検討した。詳細と

結果については講演にて報告する。 
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    Fig 1. Schematic of sample 
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